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図書紹介 『デザイ ン理論』45/2004

ア ン ドレア ・グ ロー ネ マ イ ヤ ー著 豊 原 正 智,犬 伏 雅 一,大 橋勝 訳

『ワール ド ・シネ マ ・ヒス トリー』

晃洋 書房2004年213ペ ー ジ

橋本 英治/神 戸芸術工科大学

映画は総合芸術 とよばれ,あ らゆるジャン

ルの出来事を取 り込んで変化 しつづけていま

す。産業自体の衰退は別にして,映 画 という

言葉が意味するものはビデオ作品等も含まれ

る状況にあります。テレビ映画(ビ デオ作品)

といった言葉 も日常ごく普通につかわれてい

ます。映画は映像という言葉と同等に用いら

れ,果 てしない意味の複合体となりつつあり

ます。 ここで,い ま一度,映 画の意味を問い

直 し整理する時期が訪れているようです。

その点から考えると,今 回訳出された 『ワー

ル ド・シネマ ・ヒストリー』は非常に挑発的

な原題を持 っています。書名は 『FILM」 と

いう一語であり,こ のことは著者 自身や訳者

がこの書物の特徴として 「訳者はしがき」や

「まえがき」で指摘 しています。

「著 者 は そ の よ うな 「映画 」 を取 り巻 く環

境 の変 化 を も考 慮 す る 時,「 歴 史 」 を主 要 な

軸 と して通 しつつ,「 メデ ィ ア」 と して の フ ィ

ル ム を 意 識 し"FILM"と い う タ イ トル に し

て い るの で は な い だ ろ うか」(訳 者 は しが き)

「「映 画(film)と は 何 か?こ の 言 葉

(film)は,「 皮 膜 」 とい う ほ どの 意 味 で あ り,

元 来 は1つ な が りの画 像 が 記 録 され た皮 膜 を

施 した セ ル ロ イ ドを意 味 す る に過 ぎ な い 」

(著者 まえ が き)

「映画(film)と は 何 か?」 とい うフ レー

ズ は ア ン ド レ ・バ ザ ン の 『映 画 と は 何 か

(qu'est-cequelecinema)』(1958年)(全 四

巻)を 思 い 起 こ さ せ ま す 。 こ ち らはfilmで

は な くcinemaと い う言 葉 が用 い られ て い ま

す 。 さ らに一 巻 目の サ ブ タ イ トルが 「映 像 言

語 の諸 問 題」(OntologieetLangage)と な っ

て い る こ とか ら分 か るよ うに,ま さ に映 画 の

映 画 で あ るべ き存 在 の 根拠 を 問 うこ と を 目的

に して い ます 。 映 画理 論 の古 典 です が,翻 訳

は現 在 絶 版 で す。

こ れ に 対 して,『 ワ ー ル ド ・シ ネ マ ・ヒ ス

トリー』 で はFILMに こだ わ りを もつ こ と,

そ して,FILMと い う 「皮 膜 」 か ら始 め る こ

とで,映 画 の 映画 た る ゆ えん で あ る物 質 的 な

側 面 を 出 発 点 と して い ます 。 細 長 い皮 膜 で あ

る フ ィル ム が,百 年 あ ま りの時 間 の 流 れ の 中

で どの よ うな意 味の厚 み を もって今 日にい た っ

た の か,そ の過 程 を様 々 な視 点 か ら眺 め る こ

とが 本書 の 目的 だ ろ うと思 わ れ ます 。

原 書 は ドイ ツ で1998年 に 出版 され,同 年 す

ぐに英 語 の翻 訳 が な され て い ます。 も と も と

Schnellkurs(速 習),英 語 でcrashcourse

(特 訓,短 期 集 中)と 題 さ れ た シ リー ズ と し

て刊 行 さ れ,す ばや く要 点 を理 解 で き る書籍

の意 味 あいが 強調 され て います(著 者 の グ ロー

ネ マ イ ヤ ー は 同 シ リー ズで 他 に 『Theater.』

も執 筆 して い ま す)。 これ は訳 者 が 「は しが

き」 で指 摘 して い る よ う に,映 画 を 学 ぶ に あ

た って手 軽 な入 門 書 が 日本 も含 め て世 界 中 で

用 意 され て い な い こ と と深 く関 わ りが あ るで

し ょう。 事 実,訳 者 が 述 べ るよ うに フラ ンス

で の サ ドゥー ル 「世 界 映画 全 史 』 に しろ,イ

タ リア の ア リス タル コ 『映画 理 論 史 』 に しろ,

ま た,ア メ リカで の ボ ー ドウ ェル と トンプ ソ

ン 『FilmHistory:AnIntroduction』(い ま

だ邦 訳 な し)(な ん と,イ ン トロダ ク シ ョ ン
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と銘うっても,800ペ ージ超)に しろ,決 し

て簡単な入門書ではありません。

そして,多 くの映画関係書籍が映画 という

ビジュアルな対象を扱いながら,決 してビジュ

アルな体裁をなしていない驚 くべき事実があ

ります。そうした書籍が映画を巡る哲学的な

論述に重きをおいているにしても,一 枚の写

真 も登場 しないとは理解に苦 しみます。また,

印刷の都合上,章 末にまとめて写真を掲載 し

ている場合 も多々あります。これに対 して本

書では,250枚 以上のイメージが,ペ ージご

とにテキス トに対応 して示 され,そ の解説 も

充実 して非常に読みやす くなっています。

大まかな目次は以下のようになります。

●動 く映像

●映画術のパイオニア

●映画は世界へ

●無声映画芸術

● トーキーの発展

●戦後

●新 しい波

●映画とニュー ・メディア

●90年代後半の動向(こ の項目のみ訳者,

豊原正智氏追加執筆)

第 一章 「動 く映像 」 に 関 して は,お 決 ま り

の,「 誰 が 映画 を 発 明 した か 」 の議 論 が な さ

れ ます。 また,「 いつ 発 明 した か」 の年 代 が1

895年 と記 述 され ます 。 ドイ ツ人 であ るグ ロー

ネ マイ ヤー と しては 同郷 の スク ラダ ノフス キー

兄 弟 の ビオ ス コー プ を 「映 画 を最 初 に公 開 し

た もの」 と して紹 介 して い ます 。 こ の こ と こ

そ,物 質 と して のFILMの 表 面 に 第 一 の 意

味 が 付与 され る瞬 間 で あ り,映 画 が 決 して 無

垢 な状 態 で い られ な い こ とを語 って い ます 。

第一 章 に呼応 して,原 書 で の最 終 章 「映 画

とニ ュー ・メデ ィ ア」 で は,意 味 あ りげ に

1995年 とい う数 字 が 最 後 を 飾 ります。 この 章

の最 後 の フ レー ズ を引 用 します。

「持 ち主 の少 年 のた め に2つ の お もち ゃの

人 形 が競争 す る物 語 で あ る 『トイ ・ス トー

リー』 に よ って,1995年 は じめ て 完全 に

コ ン ピュ ー タ上 で 生 成 され た 冒 険物 語 が

登 場 した。 少 な くと も技 術 に 関 す る 限 り,

夢 工 場 に ほ とん ど限 界 はな い。」

映 画 生 誕 百 年 を へ て,記 念 す べ き 映画 『ト

イ ・ス トー リー』(1995年)は,現 実 の世 界

に関 わ りを持 つ カ メ ラ とい うデ バ イ ス か ら完

全 に解 き放 た れ た わ け で す。1895年 か ら1995

年 と い うち ょう ど百 年 は 「世 界 を写 す 」 こ と

か ら 「世 界 を 生 成 す る」 歴 史 で あ った こ と を

この 書 籍 は示 して い るよ うで す。

映 画 の 制 作,そ して,映 画 を巡 る様 々な 出

来 事 は ア メ リカを 中心(defactostandard)

に な され て い ま す 。 そ う し た 中,も う一 つ

(alternative)の 拠 点 と して ヨー ロ ッパ(ド

イ ツ)か ら発 せ られ る 映画 の情 報 は,中 心 か

らは見 る こ との で き な い広 い視 野 を兼 ね 備 え

て い る よ うで す。 映画 に つ い て全 体 を ス ピー

デ ィ に見 渡 す た め の入 門書 と して 最 適 で す 。

そ れ に して も,ド イ ツ の映 画 関 係 の 出来 事

は,例 え ば,ヴ ェル ナ ー ・ネ ケ ス の 「フ ィル

ム ・ビフ ォー ・フ ィル ム』(映 画 前 史 の様 々

な 動 く映 像 の歴 史 と して の ドキ ュ メ ン トフ ィ

ル ム)の よ うに,と に か く意 表 を つ くもの が

多 い よ うで す。
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